       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一

１．分野・単元     年貢さえすませば百姓ほど楽なものはない（室町②・江戸①）

２．単元目標      （１）鎌倉幕府の崩壊・南北朝の戦乱と共に権威が失墜し、「下剋上の世」がはじまったことをつかむ。

　　　　　　　　　（２）「下剋上の世」は統一権力がないため際限のない「自立救済」の戦いの連続であり、この中で法の下での平和を希求する動きが生まれ、それが信長・秀吉・家康による統一へと導いたことを理解する。

３．単元の指導観  幕藩体制下の庶民・とくに農民は厳しい統制下に置かれ、武士が専制的な政治を行ったかのように言われているが、これは完全な間違いである。幕藩体制は大名権力の統制と武士階級の統一によって、「法の下における平和」とも呼ぶべき諸階級の共存の体制であり、武士・役人の非法に対しては所定の司法手続きをとれば公の裁判を受けられる仕組みになっており、町や村はその住民の組織によって基本的に自治が行われる仕組みだった。そしてこれは「下剋上の世」と呼ばれた戦国の世の長い葛藤をへて、社会諸階級が「自力救済」の権利を放棄し、「法」とそれを執行する幕藩権力にさまざまな利害の調整を委任した結果である。下剋上の実態をふまえ、秀吉の「刀狩」をシュミレーションすることを通じて、幕藩体制成立の社会的な合意の過程を追体験させてみたい。

４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
夜討・強盗・偽綸旨－南北朝の争乱（権威の失墜）
１鎌倉幕府は異なる思惑を持った異なる勢力の共同によって倒された（天皇専制指向・王朝の復活・将軍指向・もっと自由に）

２このため異なる思惑同士がぶつかり南北朝の戦乱と言う60年におよぶ戦乱が日本中を席巻したこと。

３南北朝の争乱はあらゆる権威の力を失墜させ、果てしない戦いの日々を生み出したことを知る。

２
都が燃える！（応仁の乱と戦国の騒乱）
１将軍の後継争いをきっかけとして起きた応仁の乱以後、守護大名どうしの激しい争いが各地で続いたこと。

２その中で都も荒れ果て多くの人々が地方に下って行ったこと。
３戦乱の中で荒らされた京都の町や大きな港町（堺や博多など）では町衆を中心とした一揆が組まれ、守護･幕府に対抗する動きが始まったことをつかむ。

３
百姓の持ちたる国（戦乱の中の村々）（自力救済と際限のない戦い）
１大名どうしの戦いは、苅田狼藉・放火・人攫いなど町や村を根こそぎ刈り取る総力戦であったことをつかむ。

２戦争による被害を食い止めるために村村は大名に金を払って「制札」を貰ったり、村の城を築いてにげたりなどをした。

３この自衛武装の究極の形が「百姓の国」と呼ばれる山城・加賀の一揆であったことを知る。

４
天下布武（統一への胎動）
１武士の側での「秩序の回復」にむけた動きがはじまったことをつかむ。

２農民の暮らしを守り商工業を発展させ国を豊かにする。そして武士を城下に集住させて統制し、「平和」を確保しようとしたのが「戦国大名」と呼ばれた人々であることを知る。

５
鳴かぬなら殺してしまえ
１領国の平和を実現しようとする戦国大名にとって、領地を拡大しようとする他の戦国大名との争いと荘園を維持しようとする貴族（寺社）＝土一揆との戦いが大きな障害になっていたことに気づく。

３土一揆に対しては抵抗しなければ村や町の自治を認めたが抵抗した場合は皆殺しで対するしかなかったことを信長の戦いや天文法華の乱を通じて学ぶ

６
国土安全・万民快楽（秀吉の平和―シュミレーション「刀狩に従うか否か」）
１全国統一を果たした秀吉は、諸大名に対して領土拡大の戦争を禁ずるとともに、農民に対して「刀狩令」を出したことをつかむ。

２農民の立場に立って、刀狩令を受け入れるか否かを討論することにより、秀吉が目指した「法の下での平和」の意味をつかむと共に、時代の転換期の人々の考え方をつかむ。

７
文武弓馬の道（「法の下」における平和―幕藩体制の基礎構造）
１全国の再統一をなしとげた家康は大名武士の統制をはかったことを知る。

２それは、大名武士を統制することで「平和」を維持していた体制であることをつかむ。

８
憂世から浮世へ（年貢さえ払っておれば百姓ほど楽なものはない？）
１農・工・商の庶民に対しては、村や町の自治を認め、大名・武士に非法な行いがあったときは、定法にのっとって訴えれば解決できる仕組みであったことをつかむ。

２各地で農業・商工業を発展させるための大規模な公共事業が行われ、経済の発展と人々の暮らしの安定が図られていたことをつかむ。

５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

年貢さえすませば…①　夜討・強盗・偽綸旨

１．本時の目標　　①鎌倉幕府は異なる思惑をもった異なる勢力の共同で倒されたので、その後支配階級がいくつにも分かれて戦う時代がはじまったことをつかむ。

　　　　　　　　　②その結果、この世の中をまとめる統一した権力や権威がなくなり、果てしない戦乱の中であらゆる権威が失墜したことをつかむ。

２．本時の指導観　　鎌倉幕府は1333年に倒されたが、それはまったく異なる思惑（＝政治目標）を持った諸勢力の共同であり、それは必然的に分裂と争いを結果した。すなわち「天皇専制」の国家を夢見た後醍醐らとその対極である従来型の「武家・貴族並立政権」を夢見た足利高氏らの対立である。そしてこの２勢力はその内部に天皇の力を弱め貴族の家格に応じた政治を夢見る貴族という反対勢力とより一層の領地拡大を夢見る武士＝悪党という反対勢力を内部に抱えていた。このため統一した政権が出来ないことにより、果てしない戦いと権威の失墜という「下剋上」の時代がはじまったことに気づかせたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

鎌倉幕府の滅亡について

南北朝の戦乱と権威


教科書を読み、幕府がどんな人々によって倒されたのかを確認する。

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料を読んでそれぞれの考え方の違いをつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

この戦乱の中で天皇や幕府に対する人々の信頼はどうなったかを考える


教科書ｐ75を提示する

それぞれの立場の違いに注目させる

資料①後醍醐天皇と高氏のねらいを提示

資料集ｐ55二条河原落書を提示

教科書ｐ76・77を提示する



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一
年貢さえすませば…②「都が燃える」
１．本時の目標　①応仁の乱を契機として、数十年つづく戦乱がはじまったことを知る。
　　　　　　　　②この中で町を焼かれ荒らされた町人たちは町の自衛武装をおこなったことをつかむ。
２．本時の指導観　「下剋上の世」は一般に実力によって下のものが上のものに取って代わることと捉えられているが、それは無限定の実力主義ではなく、「領内の平和を守るのが領主のつとめ」との徳治観が背後にあった。これは徳政一揆の背景をなす思想でもあり、戦乱の中で民衆が集団で自衛し、集団による決定によって領主の横暴を統制しようとしていたことの反映である。応仁の乱を境として戦争が総力戦となり、様々な社会集団が自衛武装する中で、しだいに「下剋上」の世となっていったことをつかませたい。
　３．指導過程
学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

室町幕府のしくみを考える
応仁の乱について学ぶ
町の自治
幕府の実権を握っているのは誰なのかを図をもとに考える
自分の考えをノートに書く
各自の意見を発表する
資料に基づき応仁の乱の実態をつかむ
京都の町を戦場とする。足軽を使った消耗戦であり都は焼け野原となったことをつかむ。
自分の考えをノートに書く

班で討論する
各班の意見を発表する
町人も指導者と掟をもち町を堀で囲ったことをつかむ。
資料②室町時代の政治のしくみを提示
税の一元化・管領による幕府の統制を確認する。守護大名を中心とする後継ぎ争いで応仁の乱となったことを補足する
教科書ｐ86「応仁の乱」を提示。

資料③応仁の乱でかわった京都を提示する

教科書ｐ87「町衆の自治」を提示

資料集ｐ67「祇園祭」を提示

４本時の評価
関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

年貢さえすませば…③　百姓の持ちたる国

１．本時の目標　①この時代の戦争は苅田狼藉・放火・人さらいなど、村や町を根こそぎ刈り取る戦いであったことを知る。

　　　　　　　　②この中で惣村などの自治の組織は金銭による賄賂やはては一揆による「国の自治」などの方法で村を守っていたことをつかむ。

２．本時の指導観　近世江戸期の町や村の自治は室町後期＝戦国時代に起源があり、寄り合いによる総意（一味同心）によって厳しい内部規制で団結が維持されていた。これは統一的権力の不在という状況の中で、村や町相互の争いや領主＝武士・大名との争いが自前の武力によって解決されていたことの結果である。この時代の戦争が消耗戦である事実を知ることを通じて、村村が多様な方法で村を守る努力をしていたことと、その究極の形として山城国一揆や加賀一向一揆などの「百姓の国」の取り組みがあったことをつかむ。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

鎌倉幕府の成立に始まる時代の様相を知る

戦争の実態

百姓の自衛のとりくみ

百姓と寺社とのつながり

まとめ


資料に基づき400年に近い戦争の連続の時代であったことをつかむ

★実力が全ての時代＝下剋上の世

資料に基づきこの時代の戦争は苅田狼藉・放火・人さらいなど、村や町を根こそぎ刈り取る戦いであったことを知る。

自分の考えをノートに書く

班で討論する

各班の意見を発表する

強大な寺社の力と惣村の力が結びついて「百姓の持ちたる国」ができていることをつかむ
資料④年表：戦乱の時代を提示

資料⑤戦争の実態を提示

「地獄の沙汰も金次第」の意味とこの中で村はどうなっていたかを思い出させる

資料⑥百姓のもらった禁令を提示

資料⑦山城国一揆を提示



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


  社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

年貢さえすませれば…④　天下布武

１．本時の目標　①戦国大名は家臣団を農村から切り離し直接組織することで領国の安定をはかり、これを基礎に農業や商工業の発展をはかる政策をうち、商工業者や農民の支持を得て行ったものであることをつかむ。 

               ②以上の特質を、織田信長の事跡を具体的に学ぶことを通じてつかむ。

２．本時の指導観　  戦国大名は一般にそのはなばなしい戦闘の過程に注目され勝ちであるが、重要なことはその背景にあった社会・経済政策である。彼らは兵農分離と不可分なものとしての家臣団の集住によって領国の平和をはかり、これを基礎にして商工業や農業を発展させる政策を実施し、農民や商工業者の支持を得て行った。戦争すら領国の安定と平和の為に為されていたのである。この戦国大名の性格を、全国統一の足がかりをつくった織田信長の事跡を通じてつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

戦国時代とは？

織田信長について考える

戦国大名が家臣をどのようにあつかっていたか考える

戦国大名とは何か？

まとめ
既得の知識をもとに問いに答える

既得の知識をもとに織田信長について考える。

各自の意見を発表する

各自の意見をノートに書く

各自の意見を発表する

教科書を読み戦国大名とはなにかを考える

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する


戦国の世を統一しようとした人であることを補足する

信長の永楽銭の旗印を提示する

武器の購入だけではなく銭で家来を雇ったり、ほうびとして銭を与えたりしたことを補足する

小問いを設定：

なぜ家来に土地を与えないのか

教科書ｐ８８・８９を提示

領国の平和と発展が戦国大名の目的であったことを確認する。



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

年貢さえすませば…⑤　鳴かぬなら殺してしまえ

１．本時の目標　①領国の平和を実現しようとする戦国大名にとって多くの障害があったことを学ぶ。

　　　　　　　　②それは、領土拡大をはかる他の戦国大名であり、既得権益を守ろうとする荘園領主とこれに結びついた土一揆（農・工・商）の自治の抵抗であった。

　　　　　　　　③これらの戦いは総力戦であり、皆殺しの消耗戦であったことを知る。

２．本時の指導観　一般の理解とは異なり、多くの戦国大名にとって戦争は領国内の平和を維持するためであった。それは領地を欲しがる家臣団をまとめるためであり、冬季に食料の不足する農村に出稼ぎと口減らしのためであった。しかしそれは戦場になった村や町にとっては「苅田狼藉放火人攫い」の消耗戦であり、相互に甚大な被害をもたらす。ここに商業の全国展開とともに統一への基盤があった。また戦国大名の領国の統一の前に立ちふさがったのは荘園領主とそれと連合した町や村の土一揆であった。そしてこの戦いはそれが大名権力の根幹を揺るがすものであり、抵抗されれば皆殺ししか仕方がなかった。この時間は、下剋上の以上の実態を信長の事跡を通じて学ぶとともに、統一へむけた人々の希求があったことをつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

戦国大名とは？

全国統一への過程（まとめ）


ノートを手がかりに戦国大名のやったこととその目指したことを復習する

各自の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

資料に基づき「戦国大名」「寺社」「一揆」であったことをつかむ。

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する


前時のノートを確認する

資料⑧戦国の世で補足する

寺社には収入源の座や関所の廃止。一揆には従って自治を続けるか逆らって皆殺しになるかの選択が強制されたことを資料⑨信長の政策で補足する。

教科書ｐ112・113を提示

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

年貢さえすませば…⑥　　国土安全・万民快楽

１．本時の目標　①当時の農民の立場に立って「刀狩令」に従うか従わないかを考え討論する。

　　　　　　　　②秀吉の「惣無事令＝平和令」との関連で「刀狩令」をとらえ、秀吉の統一の持つ意味をとらえる。

２．本時の指導観　秀吉の統一は「刀狩令」に象徴されるように農民たちを土地に縛り付け支配したイメージが強い。しかし「刀狩令」は統一に伴う「惣無事令＝平和令」の一環であり、法の下での平和を志向したものであった。土民たちが武装して一揆をしてきたのは、領主階級の土地を巡る闘争により、国内の平和を守る統一的権力と法の不在により、生活が脅かされたからであり、村や町の自治を認めた秀吉の平和令は充分受け入れられるものであった。「刀狩令」を受け入れるか否かを農民の立場に立って討論することを通じて、「法の下の平和」や「自治」の意味をたらえなおさせたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

秀吉の統一の過程をつかむ

刀狩令について知る

刀狩令の意味を考える


教科書と補足説明を聞きながら、ノートの統一へのあゆみを完成する。

資料を読み意味をとらえる。

自分の考えをノートに書く

班で討論し、班の意見をまとめる

各班の意見を発表する

　　　

討論に基づき刀狩の意味をまとめる
教科書ｐ１１３の統一へのあゆみの年表をつかい補足する。

（四国・九州・関東奥羽の惣無事令が次々と出されたことを押さえる）

資料⑩秀吉の政策１・２を提示。惣無事令と人身売買禁止令の意味を考えさせる

なぜ農民が武器を持ち一揆を行ってきたのかを想起させる。

農民が一揆をしなければならない状況があるのかないのかを考えさせる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


    社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一・片山 真

　年貢さえすませば…⑦　　文武弓馬の道

１．本時の目標　①天下を再統一した家康は、なぜ大名たちの統制に心を配らねばならなかったのかを、幕府の仕組みや「武家諸法度」を通じて考える。

　　　　　　　　②幕府の大名統制の背後には、「国土安全・万民快楽」を求める農民・商人・職人たちの願いがあったことに気づく。

２．本時の指導観　幕藩体制の下では武士以外の人々は抑圧されていたというが、これは正しくない。農民や町人は村や町の自治を認められ年貢や諸役さえ納めていればあとは自由であり、領主の非法に対しても定められた手続きに従えば戦うことが保証されていた。幕藩体制の中で最も抑圧されていたのはむしろ領主階級である武士・大名である。彼らは「武家諸法度」で為政者としての心構えを示されただけでなく、法度により日常生活まで細かく統制され違反すれば厳罰で処断される状況に置かれていた。なぜ大名・武士には厳しい統制をしたのか。ここを考えることにより、幕藩体制の背後に「国土安全・万民快楽」を求める民衆の強い願いがあったことに気づかせたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

江戸幕府成立までの過程を復習

江戸時代の身分制度を考える

大名に対する統制を学ぶ

大名統制のしくみ
ノートの年表に適切な語句を入れ、幕府成立までの過程をつかむ。

既得の知識を基にどんな身分があったかを考える

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

　　　

自分の考えをノートに書く

各自の考えを発表する


秀吉の「国土安全・万民快楽」の約束が反古になったことに注目させる。

そう考えた理由を確認する。

資料⑪武家諸法度、教科書ｐ119を提示

戦争をなくそうとしていることに注目させ理由を考えさせる

教科書ｐ118江戸幕府の仕組みで大名を統制するしくみがあることに注目させる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


  社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　年貢さえすませば…⑧　憂世から浮世へ

１．本時の目標　①江戸時代200年を経たあとの百姓の暮らしがとてもゆとりのあるものであった事実をもとにその基礎である「平和」の体制の存在を確認する。

　　　　　　　　②江戸時代の百姓（農民・商人・職人）は町や村の自治を許され、幕府や大名は百姓が安心して暮らせるよう様々な施策を施していたことを知る。

２．本時の指導観　幕藩体制の下では武士以外の人々は抑圧されていたというが、これは正しくない。農民や町人は村や町の自治を認められ年貢や諸役さえ納めていればあとは自由であり、領主の非法に対しても定められた手続きに従えば戦うことが保証されていた。そして幕府や大名は産業の発達のために様々な施策を講じ、その結果人々の暮らしは豊かなゆとりあるものになっていた。この時間は江戸時代の人々の暮らしの実態を知ることを通じて、その豊かな暮らしを生み出した「平和な」体制の存在を確認したい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

秀吉以来の国造りのながれを再確認する

百姓のくらしぶりを知る。

江戸時代の農民を幕府の関係を知る

まとめ
「国家安全万民快楽」の目標を確認する。

秀吉の時代に比べ生活にゆとりがあり豊かであることをつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

　　　

①農業を盛んする取り組みを幕府・大　名がやっていた事実を知る。

②年貢の率が少なくなっていることをつかむ。

③村は自治で行われていたことを知る。

農民の暮らしの安定をはかるものであり百姓は年貢さえ払っておればあとは自由であったことをつかむ


ノートの問いで確認する。

資料⑫江戸時代の農家の休日と教科書ｐ145庶民の活動を提示。

①戦争のない平和な時代を再確認する。

資料集ｐ88の例を一つあげる

資料⑬年貢の移り変わりを提示

教科書ｐ126・127の村のしくみを提示

資料⑭慶安のお触書を提示

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


　　　　　それぞれの人々は何をめざして幕府を倒したのだろう？








百姓は「刀狩令」に従がっただろうか？従わなかっただろうか？





戦国大名の動きをじゃましたのはどのような人々だろうか








戦国大名は抵抗する寺社・一揆にたいしてどのような対策をとったか？





戦国大名が治水工事をしたり産業をおこしたり鉱山を開発したのは何のため？


戦国大名が家法を作って家臣を監視したのはなんのためだろう　　　











　　　　織田信長は銭を何に使ったのだろうか？





　　　幕府を倒した後この人々の間に何が起きただろう？





　　　　織田信長が大事にしたものは何だろう？





戦いから村を守るために百姓はどうしただろう？





　　　　将軍は誰がどのようにして決めるのだろう？





江戸時代の農民の暮らしはなぜ前と違ったものになったのだろう？








商人や職人などの町人は町を荒らされないためにどうしたか？。





　　　なぜ幕府は大名を厳しく取り締まったのだろう？　





江戸時代の諸身分の中で、幕府の最も厳しい監視を受けたのはどの身分だろう？











